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日
閣
閣
口

三
、
中
近
世
熱
田
史
料

十
月
三
日
1
十
一
月
四
日

十
一
月
七
日
j
十
二
月
六
日

四
、
中
近
世
熱
田
史
料

2

一
月
九
円

1
二
月
七
日

一
一
月
二
十
日

1
三
月
二
一
日

伊
勢
湾
の
北
岸
に
あ
る
尾
張
熱
田
社
（
名
古
屋
市
熱
田
区
）

は
、
草
薙
剣
を
祭
る
古
代
以
来
の
有
力
神
社
で
あ
り
、
京
都

の
朝
廷
を
は
じ
め
と
し
て
、
広
く
崇
敬
を
集
め
ま
し
た
。
熱

田
社
の
門
前
町
と
し
て
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
熱
田
の
町

は
、
そ
の
背
後
に
肥
沃
な
濃
尾
平
野
を
控
え
、
水
陸
交
通
の

要
地
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
中
世
尾
張
に
お
け

る
、
屈
指
の
港
湾
都
市
に
成
長
を
遂
げ
ま
し
た
。

－
中
世
の
熱
田

げ

ん

た

ゅ

う

し

や

か

み

む

か

正

熱
田
社
本
宮
の
南
、
八
剣
宮
か
ら
源
大
夫
社
（
上
知
我
麻

じ
ん
じ
ゃ

神
社
）
に
か
け
て
の
南
北
の
通
り
（
江
戸
期
の
市
場
町

・
上

神
戸
町
あ
た
り
）
に
は
、
中
世
以
来
、
市
が
聞
か
れ
て
、
多

く
の
人
々
や
物
資
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
関
東
の
諸
市
で
、
市

祭
の
際
に
読
み
あ
げ
ら
れ
た
祭
文
（
応
永
二
二
年

・
一
四

一

五
書
写
と
い
う
）
に
も
、
「
尾
張
国
あ
っ
た
（
熱
田
）
の
大

明
神
も
熱
田
に
市
を
た
て
た
ま
ふ
」
と
、
当
時
の
東
国
に
も

熱
田
市
は
知
れ
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

当
時
の
熱
田
社
や
町
の
様
子
は
、
「
享
禄
古
図
」
な
ど
の
熱

田
社
古
図
に
具
体
的
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
上
半

分
に
描
か
れ
た
熱
田
社
本
宮

・
摂
社
や
神
宮
寺
の
南
に
、
家

並
み
が
つ
、
上
つ
な
り
、
往
来
す
る
人
々
で
に
ぎ
や
か
な
、
繁
栄

し
た
町
や
市
の
光
景
が
拙
か
れ
て
い
ま
す
。
市
場
の
橋
本
市

（
作
）
左
衛
門
家
や
佐
橋
氏
、
中
瀬

（
中
瀬
子
）
の
宮
大
工

阿
部
又
右
衛
門
家
、
小
瀬
浅
井
家
、
中
瀬
竹
田
家
、
須
賀
の

浅
井
杏
庵
家
な
ど
戦
国
期
以
来
の
有
力
町
民
の
居
住
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
町
々
の
南
は
、
す
ぐ
に
海
浜
に
接
し
て
い
ま
し

た
。
木
之
免
、
大
瀬
子
、
東
脇
な
ど
の
海
浜
部
の
諸
浦
は
、

舟
運
や
漁
業
の
た
め
の
港
と
し
て
の
役
割
を
古
く
か
ら
担
っ

て
い
ま
し
た
が
、
熱
田
の
町
の
中
核
と
し
て
発
展
す
る
の
は
、

戦
国

・
織
豊
期
に
熱
田
の
豪
商
加
藤
氏
ら
に
よ
る
開
発
を
経

て
か
ら
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

熱
田
加
藤
氏
は
、
鎌
倉
幕
府
御
家
人
加
藤
按
廉
の
子
孫
と

伝
え
ら
れ
ま
す
が
、
東
西
両
家
に
分
か
れ
て
海
上
交
易
や
金

融
業
を
営
む
一
方
で
、
漁
村
が
点
在
す
る
海
浜
部
に

一
族
の

屋
敷
や
寺
院
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、
道
路
を
整
備
し
、
町

並
み
を
造
成
す
る
な
ど
、
熱
田
の
町
が
宿
場
と
し
て
将
来
発

展
す
る
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。
織
田

・
豊
臣
氏
と
も
結
び
つ

き
、
熱
田
の
代
官
を
勤
め
る
な
ど
、
戦
国

・
織
並
期
の
熱
田

に
お
け
る
、
加
藤
氏
の
存
在
は
誠
に
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、
江
戸
前
期
に
熱
田
（
宮
）
宿
の
問
屋

・
舟
年
寄
役

を
勤
め
た
、
荒
尾
屋
大
森
氏
は
、
戦
国
期
以
来
の
東
脇
の
住

民
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
永
禄
八
年
（

一
五
六
五
）
・
天

正
元
年
（

一
五
七
三）

に
、
宮
荒
尾
屋
平
左
衛
門
の
持
船
が
、

伊
勢
大
湊
（
三
重
県
伊
勢
市
）
に
入
港
し
て
お
り
、
平
左
衛

門
は
、
同
じ
屋
ロ
す
か
ら
み
て
、
大
森
氏

一
族
と
の
つ
な
が
り

が
想
定
さ
れ
ま
す
（
伊
勢
市
大
湊
支
所
文
書
）
。
と
す
れ
ば
、

荒
尾
屋
大
森
氏
は
、
戦
国
織
盛
期
に
、
廻
船
業
者
と
し
て
伊

勢
湾
沿
岸
で
活
服
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

。
近
世
の
熱
田

慶
長
五
年

ご

六

O
O）
の
関
ヶ
原
の
戦
い
の
こ
ろ
を
境

に
、
熱
田
の
町
は
、
大
き
く
移
り
変
わ
り
ま
す
。
熱
田
の
行

政
は
、
従
来
の
熱
田
加
藤
氏
に
代
わ

っ
て
、
尾
張
藩
の
熱
田

奉
行
が
担
当
し
、
尾
根
務
の
支
配
が
強
く
及
ぶ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
慶
長
四
年
の
大
火
で
熱
間
社
の

一
部
や
問

ず
ダ
品
内

d
F
え
＃
引
J

戸

、
ザJ五

末
位
一
郎
犯
し
が
β
品
川
鷲
が
従

事
A
t

史品川政之政叩率

来
ヲ
ト
一
里
山手段川牧島岬
dukd

汗
ゑ
人
作
之
い
咋
材
一
日
前
払

主
・
乙
悌
段
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－会
求
ト
司
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是
n
常
会

アリ
－一世衣，一
命
持
汗

2
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7
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l副長青年士.IJ:I＼貞市による熱1日の地

誌で、延主 6年（1678）成立。

2 

←熱田町IIl記

熱田の町の地誌で、元禄12年

(1699）成立。写真は、京加藤家

に領地をりえた 1：~，~の徳川家!At朱

印状の写。



が
焼
け
て
、
徳
川
家
康
の
指
示
に
よ
り
熱
田
社
の
再
建
や
都

市
改
造
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
熱
田
奉
行
所
や
御
殿

な
ど
の
尾
張
務
の
施
設
が
造
営
さ
れ
、
大
瀬
子
浦

・
須
賀
浦

な
ど
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
町
並
み
が
形
成
さ
れ
て
、
熱
田
の

町
の
対
観
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

名
古
屋
築
城
に
よ
り
、
名
古
屋
が
政
治

・
経
済
の
中
心
と

な
る
と
、
名
古
屋
城
か
ら
熱
田
に
通
じ
る
運
河
、
堀
川
が
開

削
さ
れ
て
、
米
・
木
材

・
塩
な
ど
の
物
資
が
、
熱
田
の
港
か

ら
、
細
川
を
利
用
し
て
連
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
名

古
屋
と
よ
り
・
街
接
な
関
係
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
熱
田
は
、

熱
田
社
の
門
前
町
、
七
里
の
渡
し
で
知
ら
れ
る
東
海
道
有
数

の
宿
場
町

（古
の
街
）
と
し
て
も
、
繁
栄
を
み
る
に
い
た
り

熱凹

将軍）｛手lj義教、市 ｜ー遊覧の途次、熱川で
辿：炊会をHi：す。

< 14 67～77 1.c.;1 ..文明の乱〉

IJ111M~ l;t君主 （熱｜日力lllii長氏）、Illを笠絞守 （笠
~）＇脱出） に？！？．逃する 。

この頃、加藤；；：J，~、熱川片 118－に海事iii淀を
建てる。

足。長守護代織川述IJ券、熱H:Ir1 J福寺に ~ilJIJ
を下す。

< 1534 織凹信秀の子、信長1:1＇.まれる 。〉

< 1538頃織川伝秀、名山屋城攻l栴〉

織川口秀、熱ITIJJll藤氏に、 i向取づ｜上のq守
村tを認める。

徳川家），］＜＇、織 Ill信秀の人質として、加藤
Jlj!'.(l,jlj:~こ I長けられる 。

織川信長、熱川八ケ村にilJIJ札を，..す。

熱田関係年表

年代（［Lg暦）

ノk卒 4年
( 14 32) 

延徳元イF
( 1489) 

永.1E 2 ，，，τ 
( 1505) 

永.1E 15年
(1518) 

天文 Siド
( 1539) 

F..文 16年
( 154 7) 

天文 18年
( 154 9) 

ま
し
た
。
一

六
世
紀
末
の
熱
田
の
家
数
は
二
、

0
0
0軒
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
約

一
O
O年
後
の
元
禄

一
二
年

（一

六
九
九
）
に
は
、
熱
田
の
町
の
家
数
二
、
八
七
二
軒
、
人
口

二
ニ
、
九
九
九
人
と
な
り
ま
し
た
。
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M
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グ
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ぺ
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＼
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＊

 

蓬
左
文
庫
の
蔵
書
の
中
か
ら
、
今
秋
は

「中
近
世
熱
田
史

料

l
」
と
し
て
、
主
に
中
世
熱
田
に
関
す
る
史
料
を
、
初
春

に
は

「中
近
世
熱
田
史
料

2
」
と
し
て
、
主
に
江
戸
中
期
ま

で
の
熱
田
に
附
す
る
史
料
を
桁
介
し
ま
す
。
和
歌
集

・
紀
行

文
、
寺
社
縁
起
、
地
誌

・
絵
図
、
文
書

・
記
録
な
ど
多
彩
な

史
料
を
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊ 

織日｜信秀没し、信長が相続する。〉

述歌日1!ilfI村紹山、熱同ょ；j;J城のIJUJliがJlli'H保証II
を訪れる。

< 1568 >ff&lll伝長、必利義ll(jを悲じて、
｜京する。〉

織川｛三l七、熱IJIに挟銭令を｜ごす。

< 1553頃

ノ.J<_;j:,J'< 10 ，，，ミ
( 1567) 

冗f色；l:年
( 1570) 

冗f色：｛f
( 1571) 

＊ 熱川の加藤会朔、没する。

本能王子の変により、織川イ日長i支< 1582 
する。〉

小牧 長久手のi険いのため、熱田118・民、
熱川のII可の｜坊怖を阿める。

収1-2秀山、熱IIIのlllTに法令を Fす。

天.1Eニ 12；，ド
( 1584 ) 

)¥j七 1811-: 
( 1590) 

えー禄 4年
( 1595) 

:C:t臣秀吉、熱旧加藤氏に領地を与える。

< 1598 世田秀詐没する。〉

熱mに大火祈り。
1111日制；（延、 ii'i・須城主稲山正則に殺される。

< 1600 ｜刻ヶJ点のii従し、。〉

< 1609 徳川家政、 ii'i須城から r. ，~11.iへ
の移転を決定する。〉

この頃、稲1：，~.1El!IJ 、 徳川家），］＜＇の命により
加川をIJf.Jく。

似ITl;(lfl，行門、熱川奉行となる0

~ft任）

< 1620頃 徳川義也、尾張；格 iニとして務
政をみ始める。〉

尾張？語、熱田白鳥に材木坊を設ける。

（ ｜主1~－対子

！主長 4年
( 1599) 

！立長 15 11＇・ー

( 1610) 
慶長 16 ,,,:. 

( 1611) 

1正1k. 6イI'-
( 1629) 

J·~1k. 1 o 1,1:. 
( 1633) 

寛永 11 年
( 1634 ) 

'J:i:7k. 16年
( 1639) 

;i-f.＼応 3年
( 1653) 

克文 5 ，，，二
( 1665) 

尾日長？様、大瀬チ・ゑU'iifltなどを.I.illめ立て、
魚問！出を認める。

l!fi:張百年、京iF＜御殿を）；！：てる。

尾張i棒、熱Illに熱Ill奉行所を建てる。

！毛？長務、 TJt:iiJJ＜御l殺を建てる。

見張滞、守主｜；奉行を設ける。

< 1698 1副長務、「尾張l!f!lj：.記」の編纂
を始める。〉

熱Lilの｜町の地誌 『熱1u11rr1n記j成る。j乙禄 12 iiミ
( 1699) 

3 



張州雑志

内藤東甫編 (29 .1×19. lcm) 

左享禄年中熱田古図（享禄古図、

部分）

熱田湊之図

享禄2年（1529）作成と伝えられる

「享禄古図」にみえる中世の熱田の

海浜のようすと、江戸中期の熱田湊

（七里の渡し）のようすをみくらべ

てみると大変興味深い。

100巻100冊

下

中近世熱田史料．展示室

汲
目
次
九
Z
U

伸明危附且叶吾
息
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社
ヰ
人
手
，vy
産
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ゑ

4
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月
刑
判
以

ニι
干

~ 
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」へ
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熱田の魚市と「中座」

~ 会デ
五五；E三神

張州府志付図 熱田岡図（ 6頁参照）
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熱
田
の
魚
市
と

「
中
座
」

尾
張
熱
田
の
魚
市
は
、
『尾
張
名
所
図
会
」
に
も
抗
か
れ
、

江
戸
時
代
か
ら
戦
後
ま
で
、
木
之
免

・
大
瀬
子

（古
）
の
海

浜

（現
名
前
雇
市
熱
田
区
）
で
聞
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
古
く
は
、
木
之
免
・
大
瀬
子

の
海
浜
以
外
の
場
所
に
も
魚
市
が
存
在
し
た
ら
し
い
こ
と
が

江
戸
期
の
文
献
や
絵
図
な
ど
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

る
。源

大
夫
神
近
辺
、
古
は
潮
満
干
有
り
と
伝
ふ
。
此
の
社
辺

南
方
に
魚
の
店
有
り
、
中
座
と
呼
ぶ
。
右
の
後
の
方
三
尺

程
の
細
道
有
り
、
竜
燈
道
と
云
ふ
。
昔
此
の
社
へ
竜
燈
上

り
し
よ
り
名
づ
く
。
（原
文
の
片
仮
名
使
い
等
変
更
）

右
の
文
草
は
、
元
禄

一
二
年

（一

六
九
九
）
成
立
の
、
凱…

出
の
地
誌

『熱
田
町
旧
記
」
の
神
戸
町
の
記
事
の

一
節
で
あ

げ

ん

た

ゆ

マ

し

や

か

み

ら

か

ee
じ
ん
じ
向

る
が
、
「源
大
夫
社

（上
知
我
麻
神
社
）
の
近
辺
は
、
往
古

に
は
潮
の
満
干
き
す
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
社
辺
の
南
方
に
魚
店
が
あ

っ
て
、
『中
座
』
と
い

わ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
。
元
禄

ご
一
年
ご
ろ
、
熱
田
の
靴
一戸

町

（現
名
古
屋
市
熱
田
区
）
の
、
源
大
夫
社
の
南
に

「中
座
」

と
呼
ば
れ
た
魚
店
が
存
在
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

熱
田
絵
図
に
み
え
る

「中
座
」

こ
の
源
大
夫
社
の
士間
に
あ
っ
た
と
い
う

「中
座
」
は
、
江

戸
時
代
に
作
成
さ
れ
た
熱
田
絵
図
の
な
か
に
も
、
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
明
和
八
年

（一

七
七

二

写
の
、
「足
州
熱
田

画
図
」

（名
古
屋
市
博
物
館
所
蔵
）
を
み
る
と
、
源
大
夫
社

の
南
の
通
り

（上
神
戸
町
）
に
、
南
北
に
細
長
い
区
闘
が
、

大
小
二
カ
所
拙
か
れ
、
「中
座
」

・
「
ナ
カ
サ
」
（
な
か
ざ
）

と
記
さ
れ
て
い
る

（写
真
l
）
。
そ
の
位
置
か
ら
み
て
も
、

こ
れ
が

『熱
田
町
旧
記
』
の

「中
座
」
で
あ
り
、
通
り
の
巾

に
あ
る
そ
の
細
長
い
区
間
は
、
魚
店
の
集
ま
る
市
場
の
施
設

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
の
「
座
」
は
、
中
世
の
商
工
業

者
組
織
を
指
す
の
で
は
な
く
、
商
品
売
買
の
た
め
に
割
り
当

て
ら
れ
た
場
所
を
意
味
し
、
通
り
の
中
に
設
け
ら
れ
た
の
で

「中
座
」
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

同
線
の
描
写
は
、

「熱
田
山
輪
図
」
（
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所

蔵
）
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
江
戸
時
代
中
期
成
立
と
思

わ
れ
る
こ
の
絵
阿
に
も
、
源
大
夫
社
の
南
の
、
「上
神
戸
町
」

の
通
り
に
、
同
様
の
区
間
が
二
ヶ
所
拙
か
れ
、
ど
ち
ら
も

「中
座
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
宝
暦
二
年

（一

七
五
二
）
に
尾
張
藩
に
よ
り
編
纂

さ
れ
た
、
尾
張
国
の
地
誌

「張
州
府
志
」
（蓬
左
文
庫
所
蔵
）

附
録
の

「熱
田
陥
図
」
（
五
頁
写
真
参
照
）
に
も
、
同
様
の

区
画
が
描
か
れ
、
「座
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
単
に

「座
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
名
古
屋
城
下
と
熱
田
を
併
わ
せ
て

一
枚
に
描
い

た

「名
古
屋
井
熱
山
図
」
（
徳
川
美
術
館
所
蔵
）
に
も
、
「中

座
」
等
の
呼
称
こ
そ
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
様
の
細
長
い

区
画
が
捕
か
れ
て
い
る
。
中
座
を
描
い
て
い
る
と
み
て
よ
い
。

本
図
は
、
究
延
元
年

（一

七
四
八
）
1
宝
暦

二
二
年

ご

七

六
一二
）
の
問
、
一
八
世
紀
中
頃
の
成
立
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、

前
出
の

「尾
州
熱
田
岡
図
」
は
じ
め
三
点
の
絵
図
も
含
め
て
、

い
ず
れ
も
江
戸
時
代
中
期
の
熱
田
絵
図
に
、
中
座
が
拙
か
れ

て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

他
方
、
天
保

一
五
年

（
一
八
四
四
）
に
尾
張
葎
に
よ
り
再

度
編
纂
さ
れ
た
尾
張
国
の
地
誌

『尾
張
志
」
（蓬
左
文
庫
所

蔵
）
付
図
の

「熱
田
」
を
は
じ
め
と
し
た
、
江
戸
時
代
後
期

成
立
の
熱
田
絵
図
に
は
、
山
口
見
の
限
り
で
は
、
中
座
が
拙
か

れ
な
く
な
る

（注
）
。
恐
ら
く
、
江
戸
時
代
中
期
ま
で
は
、

海
浜
か
ら
遠
ざ
か
り
つ
つ
も
、
源
大
夫
社
の
南
の
、
中
座
で

魚
市
が
続
け
ら
れ
て
い
た
が
、
後
期
に
入
る
と
、
熱
旧
の
魚

市
は
、
「
尾
張
名
所
図
会
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
木
之

免

・
大
瀬
子
の
海
浜
の
み
と
な

っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。

（ 

「
中
座
」

と
市
場
町

江
戸
時
代
中
期
ま
で
の
中
座
の
存
在
が
事
実
と
す
る
と
、

中
座
の
あ
る
上
神
戸
町
の
通
り
と
、
源
大
夫
社
を
境
に
隣
接

す
る
市
場
町
の
通
り
と
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
が
考
え
ら
れ

る
だ
ろ
う
か
。
「熱
田
町
旧
記
』
な
ど
の
江
戸
時
代
の
史
料

は
、
市
場
町
の
通
り
で
歳
末
や
正
月
に
市
が
立
つ
こ
と
を
町

名
の
由
来
と
し
て
い
る
が
、
市
場
の
町
の
呼
称
は
、
戦
国
期

の
史
料
に
確
実
に
み
え
て
お
り
、
中
世
熱
田
の
市
が
そ
こ
に

立
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
中

座
の
よ
う
な
常
設
市

（定
期
市
か
ら
始
ま

っ
た
可
能
性
も
）

が
北
の
市
場
町
の
通
り
に
も
存
在
し
、
其
の
南
端
、
最
も
海

浜
に
近
い
と
こ
ろ
を
魚
市

（中
座
）
が
占
め
て
い
た
と
考
え

る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
の
ち
に
、
市
場
町
の
通
り
は
常
設

店
舗
主
体
と
な
り
、
巾
座
の
み
が
常
設
市
と
し
て
残
っ
た
と

想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
推
定
が
正
し
い
も
の
と
す
れ
ば
、
正
保
二
年

（
一

六
四
五
）
の

『熱
田
諸
領
田
畑
屋
敷
取
調
作
写
』
（鶴
舞
中

央
図
古
館
所
蔵
）
に
み
え
る

「魚
座
」
に
も
、
新
た
な
検
討

を
加
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

市
場

（中
略
）

品
川
座
西
ノ
方
弐
間

同

東

ノ

方

三
間

6 

同同

橋

本
lill 
郎

市
場
町
の
有
力
町
民
橋
本
普
四
郎
が
所
持
し
て
い
た
魚
座

は
、
市
場
町
の
通
り
と
隣
接
し
て
い
る
、
上
神
戸
町
の
通
り

に
あ
っ
た

「中
座
」
の
一
部
を
構
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
同
じ
正
保
二
年
に
宮
大
工
阿
部
又
右
衛
門
も

「魚

座

屋

敷

一
歩
」
を
所
持
し
て
い
る
が
、
宮
大
工
の

阿
部
氏
が
、
実
際
に
魚
商
売
に
従
事
す
る
こ
と
は
考
え
に
く



く
、
魚
商
人
に
賃
借
さ
せ
て
利
益
を
符
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

橋
本

・
阿
部
氏
は
、
い
ず
れ
も
戦
国
期
以
来
の
熱
田
の
有
力

町
民
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
魚
座
に
対
す
る
権
利
も
戦
国

期
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

九四…
座
は
、
「屋
敷

一
歩
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

み
て
、
間
口
・
奥
行
と
も
に

一
間

（一

間
四
方
が

一
歩
H
一

坪
）
を
基
準
単
位
と
し
て
訓
当
て
ら
れ
て
い
た
が
、
実
際
に

は

「半
坪
」
や

「二
問

・
三
間
」
の
よ
う
に
分
割

・
併
合
さ

れ
る
場
合
も
あ

っ
た
。
橋
本
・
阿
部
氏
な
ど
の
よ
う
に
、
権

利
所
右
者
と
し
て
、
品
川
座

（販
売
場
所
）
を
魚
商
人
に
貸
し

た
も
の
の
ほ
か
に
、
多
く
の
魚
商
人
が
魚
市
に
魚
座
を
持
っ

て
魚
貝
の
売
買
に
従
事
し
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。

「
享
禄
古
図
」
に
み
え
る
「
中
座
」

江
戸
時
代
中
期
の
地
誌
や
熱
凶
絵
凶
に
み
え
る

「中
座
」

が
小
世
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る

宇

最

高

」

に
拙
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
い
え
よ
う
。
熱
旧
社
機
宵
司

5
ん
け
い
A
ん

av

e

h

r

閉
山
家
に
伝
来
し
た

「熱
聞
社
参
詣
H

詫
余
羅
図
」（
徳
川
美

術
館
所
蔵
）
は
、
奥
舎
に
よ
り
享
禄
二
年

（一

五
二
九
）
の
作

成
と
伝
え
ら
れ
、
当
時
の
熱
田
社
や
町
の
様
子
を
具
体
的
に

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
史
料
と
い
え
る
。
江
戸
時

代
に
数
多
く
の
模
写
が
な
さ
れ
、
「享
禄
古
図
」
と
し
て
ひ

ろ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
「張
州
府
志
」
に
も

「享

禄
二
年
十
日
宮
図
」（
写
真
2
）
と
題
し
て
模
写
図
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。

「享
禄
古
図
」
に
は
、
上
半
分
に
描
か
れ
た
熱
田
社
本

宵

・
摂
社
や
神
宮
寺
の
南
に
、
家
並
の
つ
ら
な
る
町
場
の
光

拡
が
拙
か
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
中
期
の
熱
田
絵
図
を
参
考

に
し
て
場
所
を
比
定
し
て
み
る
と
、
下
馬
橋
の
下
方
（南
方
）
、

八
剣
宮
か
ら
源
大
夫
社
に
か
け
て
の
南
北
の
通
り
は
、
市
場

町
の
通
り
、
そ
れ
よ
り
南
に
続
く
通
り
は
神
戸
町
で
、
そ
の

先
は
も
う
海
浜
で
あ
る
。
そ
の
海
浜
に
接
し
て
、
魚
な
ど
を

販
売
す
る
細
長
い
建
物
が
二
棟
姉
か
れ
て
い
る
。
左
有
の
二

棟
の
う
ち
、
左
側
の
棟
は
両
側
と
も
通
り
に
面
し
て
お
り
、

そ
の
位
置
か
ら
い

っ
て
も
正
し
く

「中
座
」
が
怖
か
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
市
の
施
設
と
し
て
は
、
掘
立
て
柱
で
吹

き
さ
ら
し
な
が
ら
、
か
な
り
恒
常
的
な
施
設
が
設
け
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
点
で
大
変
れ
重
で

あ
る
。

（文
武
・
下
村
）

（注
）「
熱
田
町
中
詳
制
図
」（
徳
川
梨
明
会
所
蔵
）
の

写
真

（名
古
屋
市
博
物
館
所
蔵
）
に
よ
れ
ば
、

「中
座
」
の
区
画
が
貼
紙
で
伏
せ
ら
れ
て
お
り
、

「中
座
」
の
削
減
を
示
す
史
料
と
い
え
よ
う
。

（写真 1) 
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写
真
の
表
紙
は
、
藍
で
染
め
た
練
色

（
紺
よ
り
少
し
薄
め
の

め
い

色
）
の
紙
で
、
布
目
の
地
紋
が
施
さ
れ
て
い
る
。
藍
染
め
特
有

の
光
沢
の
あ
る
色
合
い
は
、
上
品
で
落
ち
着
い
た
感
じ
を
与
え

だ
い
や
ん

で
い
る
。
太
い
線
と
細
い
線
で
枠
だ
け
木
版
刷
り
さ
れ
た
題
簸

に
、
「
張
州
府
志
」
と
い
う
書
名
と
巻
数
が
、
よ
く
揃
っ
た
字

で
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

『張
州
府
志
」
は
、
尾
張
藩
の
命
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
尾
張

国
の
地
誌
で
あ
る
。
最
初
の
藩
撰
地
誌

『尾
張
風
土
記
」
は、

三
代
藩
主
徳
川
綱
誠

（
一
六
五
二

1
一
六
九
九
）
の
特
命
に
よ

り
、
天
野
信
長

・
吉
見
幸
和
ら
を
撰
者
と
し
て
開
始
さ
れ
た
が
、

綱
誠
の
病
死
に
よ
っ
て
未
完
に
終
わ
っ
た
。

こ
れ
を
継
承
し
、
八
代
藩
主
徳
川
宗
勝
（

一
七

O
五
1
一
七
六

こ

の
命
に
よ
り
、
松
平
君
山
ら
を
撰
者
と
し
て
編
纂
さ
れ
た

の
が
、
「張
州
府
志
』
で
あ
る
。
中
国
の
地
誌
に
倣
っ
て
、
そ

の
内
容
は
、
府
城
志

（
名
古
屋
城
下
）

・
熱
田
志
・
清
洲
士
心
を

記
述
し
、
そ
の
ほ
か
に
尾
張
八
郡
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
郷

村
、
自
然
、
特
産
物
、
社
寺
、
古
城
、
古
戦
場
な
ど
が
、
漢
文

で
記
述
さ
れ
、
彩
色
さ
れ
た
付
図
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。

（表紙口絵解説）

丙

.表紙さまざま

『張
州
府
志
」
は
、
後
世
の
地
誌
の
規
範
と
さ
れ
る
ほ
ど
に

権
威
が
高
か
っ
た
が
、
漢
文
で
替
か
れ
て
い
た
た
め
、
九
代
藩

主
徳
川
宗
睦

（一

七
三
三
1
一
七
九
九
）
は
、
稲
葉
通
邦
に
そ

の
補
定
と
和
文
改
定
を
命
じ
た
。
深
田
香
実
ら
が
撰
者
と
な
っ

て
、
天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
）
に
『
尾
張
志
』
六
一

冊
・
付

図

一
四
枚
と
し
て
完
成
を
み
た
。
平
易
な
和
文
で
記
述
さ
れ
て

お
り
、
尾
張
の
地
誌
と
し
て
は
最
も
よ
く
利
用
さ
れ
た
と
い
わ

れ
る
。

蓬
左
文
庫
所
蔵
の
『
張
州
府
志
」
は
、

一
般
の
写
本
に
比
べ

て
大
き
め
の
美
濃
版
の
紙
を
使
用
し
て
お
り
、
浄
書
原
本
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
尾
張
藩
御
文
庫
の
蔵
書
印

「張
府
内
庫
図
書
」

が
捺
さ
れ
て
い
る
。

26冊張州府志
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｜井1匁図、1:: 午前 91時30分～午後 511.i' 

保存ヒ支｜布のないものについて、マイクロフィルム

桜万なとのブii去によりわないます《

屯話 ・郵伎による rjl込みも可。

取扱い時間 午前 911~·， 30分～ J Zll~i' 午後 lH年～ 511.'f

所政資料のうち30f'HYI立を｜犯11.i＇展示 内テーマ、 WJll¥I、

l叶数は、年度により異なります

開館時間

休館 日

覧

刀Z

複写サービス

－展

関

名古屋市蓬左文庫

干461-0023名古屋市東区徳川町1001番地

ft (052) 9 3 5 - 2 1 7 3 

4砂交 通

名111毛駅、栄より

市パス（基幹ノTス 2 番） ・ 名鉄パス（「4~地ヶ原方而」行）
「新山来」下車、徒歩 5分

大？？紋より

JR i:j1央線「大’目線」下車、間｜！より徒歩10分

公平成10年 1 0月 3 日発行交編集 ・ 発行 ： ：~＇r'i尾市蓬在文Ji!I（東区徳川lllT1001番地）

食費l伴｜ 会不定期刊行 食印刷lj：菱i!J;＼印刷工業l凶 器羽冊子l;i l帆紙（ ，畑配合唱•10°0. (I色皮切。川馴 しています．
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